
人口と世帯（平成 21年 4月 1日現在）　1,726 世帯　（-7）　男 2,637 人（-5）　女 2,782 人（-10）　計 5,419 人（-15）
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　慣れ親しんだ校舎、たくさんの事を教えていただいた先生方、

支えてくれた地域の方々、涙を拭って別れを惜しんでくれた下級

生、なごり惜しいけれど卒業です。

　　　　　　　　　　　　　　　　(3/25　片品南小学校体育館 )

南小学校の卒業式平成 21 年度村予算 12 ～ 37
ニュース・議会 4～ 8

おしらせ 14 ～ 15
いたずらわんぱく・窓口から 16

新役員・人事 10 ～ 11
教育・生涯学習 12 ～ 13

我が家の自慢料理・方言 9

編集  / む ら づ く り 観 光 課　〒 378-0498    群 馬 県 利 根 郡 片 品 村 大 字 鎌 田  3967 - 3　電 話 0278 - 58 - 2112　FAX 0278 - 58 - 2110 
ホームページ  検索 キーワード：片品村役場　URL   http://www.vill.katashina.gunma.jp/         電子メール  kanko@vill.katashina.gunma.jp 

広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。
　
    印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

eqRoY0yUh++

休日の病院（緊急時）4月 　5月

今月の
納期は

納期は 4月 30 日（木）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　
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報29 日（水）　内田病院

18 日（土）　国立沼田病院

19 日（日）　沼田脳神経外科

さん星野　隼亮
ほしの　　　じゅんすけ

23 歳
昭和 60 年 9月 30 生まれ

（東小川）

３．片品をどう思いますか
　緑が豊かなのはもちろんのこと、
　住民の方々も親切で親しみやすい
　ところが良いと思います。
　又、どうしたいですか　
　多少、不便な部分もあるので改善していきたいです。もちろん
　片品村の自然は良い状態を保ちながらです。

１．何処へお勤めですか 　
　片品村役場　総務課です。
２．趣味は何ですか　
　音楽鑑賞とボウリングです。

４．村内のおすすめスポットは　
　白根トレーニングセンターのグラウンドです。天気の良い日な
　どは散歩に行きます。

７．村民の方へメッセージをお願いします
　わからないことだらけで迷惑をおかけしますが、一生懸命頑張
　るのでよろしくお願いします。　

５．好きな異性のタイプ　
　笑顔の絶えない人。向上心のある人。ご飯をしっかり食べる人。
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６．目標があれば教えてください　
　とりあえず今は与えられた仕事をきちんとこなせるようになり
　たいです。

02日（土）　沼田脳神経外科
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10 日（日）　利根中央病院

3日（日）　国立沼田病院
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25 日（土）　月夜野病院

26 日（日）　利根中央病院
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将来どんな人になってほしいですか

“夢” という字がつけたかったので。

元気に、人にやさしく、夢を持って大きく成長して
ほしいと思います。

（父）星野　道成  （母）亜希子さん（須賀川）のお子さん

大夢ちゃん 平成 20年 3月 21 日生まれ

ひ ろ む 
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4 日（月）　利根中央病院
5日（火）　月夜野病院
6日（水）　内田病院
09 日（土）　内田病院
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開放感が増した図書室
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�端末は引けば解けるように花

結びにしておくと便利です
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平成 21年度村予算

の 32 億 9千 2百万円
歳　入 

1. 
2. 
3. 
4. 
5. 
6. 
7. 
8. 
9. 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 
15. 
16. 
17. 
18. 
19. 
20. 
21. 

551,317
75,000
1,500
900
500

50,000
40,001
3,500
3,500

1,550,000
1,600
55,198
22,153
187,666
142,332
9,015
2,801
78,000
90,000
83,017
344,000
3,292,000 3,393,000 △　101,000

568,768
75,000
1,500
900
500

50,000
40,000
3,500
5,000

1,450,000
1,600
66,040
22,362
316,545
267,677
6,510
1

117,000
90,000
94,597
217,000

△　17,451
0
0
0
0
0
1
0
0

100,000
0

△　10,842
△　209

△　128,879
△　125,345

2.505
2,800

△　39,000
0

△　11,580
127,000

村　　　　　　　　　税
地　方　譲　与　税
利　子　割　交　付　金
配　当　割　交　付　金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
ゴルフ場利用税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地　方　交　付　税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国　庫　支　出　金
県　　支　　出　　金
財　　産　　収　　入
寄　　　　附　　　　金
繰　　　　入　　　　金
繰　　　　越　　　　金
諸　　　　収　　　　入
村　　　　　　　　　債

村民税、固定資産税、軽自動車税等。
地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、地方道路譲与税。
預金利子等の所得に分離課税された県民税から一定割合が交付。
特定配当等の額に分離課税された県民税から一定割合が交付。
特定株式等譲渡所得に分離課税された県民税から一定割合が交付。
消費税５％のうち、国４％地方１％（県１／２、市町村１／２）
自動車取得税の一定額が村道の延長と面積を基準に交付。
ゴルフ場利用税の７割が交付。
児童手当の拡充、減収補てん（自動車取得税・住民税）、特別交付金
村の収入額と支出額の差を国が交付。歳入の 5割弱。
交通反則金を配分。道路交通安全施設整備に充当。
保育料、給食費、検診負料等。
村営住宅や体育施設の使用料、放牧料、証明手数料等。
児童手当負担金、片中体育館補助金、除雪車補助金、衆院選挙費等。
県税徴収負担金、小規模土地改良補助金、社会・障害福祉補助金等。
土地、建物の貸付料、基金の預金利子等。
村民や各種団体からの寄附。ふるさと納税寄附金を新設。
村の貯金（財政調整基金）からの繰入れ。
前年度決算後の余剰金。
花の駅使用料、貸付金元利収入等。　雑収入。

歳 　 　 入 　 　 合 　 　 計  

款  本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　明 
( 単位：千円 ) 

歳　出 
1. 
2. 
3. 
 
4. 
 
5. 
6. 
7. 
8. 
9. 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 

71,072
481,490
534,885

442,418

71
183,801
85,672
263,557
171,426
580,123

3
356,482
119,000
2,000

3,292,000

70,521
442,406
523,870

470,515

71
164,713
61,904
689,690
161,115
315,429

13
385,753
105,000
2,000

3,393,000

551
39,048
11,015

△　28,097

0
19,088
23,768

△　426,133
10,311
264,694
△　10

△　29,271
14,000

0
△　101,000

議　　　　会　　　　費 
総　　　務　　　費  
民　　　生　　　費  
 
衛　　　　生　　　　費 
 
労　　　　働　　　　費 
農　林　水　産　業　費 
商　　　　工　　　　費 
土　　　　木　　　　費 
消　　　　防　　　　費 
教　　　　育　　　　費 
災　害　復　旧　費  
公　　　　債　　　　費 
諸　　　　支　　　　出 
予　　　　備　　　　費 

村議会の活動に要する経費。
人事、企画、財政、情報政策、徴税、戸籍、選挙、交通安全等。
障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、福祉医療、保育所等。
国保・介護各会計への支出。
総合検診、予防接種、環境衛生、健康管理センター、　老保・簡水・
後期高齢各会計への支出
職業訓練協会、職業安定協会等への負担金。
農業委員会、農業土木、農業・畜産振興、林業・水産業費等
商工業振興、観光振興。
道路、橋梁、河川、除雪経費等。下水道会計への支出。
広域消防への負担金、消防団経費等。
学校教育、生涯学習、スポーツ振興等。
大雨、暴風、地震などの災害による被災施設の復旧費。
村債の元金・利子、一時借入金の利子。
観光施設事業特別会計への補助。
予算外の支出または予算超過の支出に充てる経費。

歳 　 　 出 　 　 合 　 　 計  

款  本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　明 
( 単位：千円 ) 

777,977
778

94,172

148,775
148,710
20,000
88,055
342,398
137,653
51,591

744,524
57,822
110,148

385,982
385,452
20,000
98,769
320,027
257,116
51,089

33,453
△　57,044
△　15,976

△　237,207
△　236,742

0
△　10,714
22,371

△　119,463
502

国　民　健　康　保　険  
老　　　人　　　保　　　健 
簡　易　水　道　事　業  
観　光　施　設　事　業  
収 　 益 　 的 　 収 　 入  
収 　 益 　 的 　 支 　 出  
資 　 本 　 的 　 収 　 入  
資 　 本 　 的 　 支 　 出  
介　　　護　　　保　　　険 
下　水　道　事　業　等  
後　期　高　齢　者　医　療 
 

社会保険、共済組合等の加入者以外の医療費給付事業。

６つの簡易水道事業の管理運営。

経営による収益。他会計補助金。
収益を上げるための経費。
他会計補助金。
企業債、長期借入償還金。
介護予防、介護サービス事業。
農集排、特環公共下水道事業の管理運営。
７５歳以上（一定の障害等がある人は６５歳以上）の者の
医療費給付事業。老人保健特会から制度変更。運営は広域連合。

尾瀬ロッジ、オグナほたかスキー場、武尊牧場観光施設の経営管理。 

特 　 別 　 会 　 計 　 名  本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　明 
( 単位：千円 ) 平成 21 年度特別会計予算

後期高齢者医療特会に移行。前年度分の処理のために 22 年度まで存続。

借入れ金。過疎対策事業債、臨時財政対策債、学校教育施設等整備事業債
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平成 21年度村予算

平成 21年度の村の予算が決まりました。

一般会計前年度比 3.0％減
　平成２１年度一般会計予算　３２億９千２百万円
　平成２１年度の一般会計及び特別会計の予算は３月６日開会の定例村議会において、きめ細かい審議を経て
３月１３日原案どおり可決されました。一般会計の予算は、３２億９千２百万円で前年度に比べ３．０％の減
額となりました。まちづくり交付金事業の終了により、国・県支出金（歳出では土木費）が大きく減額になり
ました。各区からの要望事項も出来得る限り予算に反映されています。
　観光施設事業特別会計の減額は、オグナスキー場に指定管理者制度を導入したことによるものです。

平成 21 年度予算の主な事業

歳　出
3,393,000
( 単位：千円 )

総務費
14.6%

民生費
16.2%

衛生費
13.4%

農林水産業費
5.6%

商工費
2.6%

土木費
8.0%

消防費
5.2%

教育費
17.6%

公債費
10.8%

議会費
2.2%

予備費
0.1%諸支出

3.6%

新
年
度
予
算
に
思
う

花咲　佐藤　実さん東小川　宮田　美代子さん

村税
16.7% 地方譲与税

2.3%

地方消費税交付金
1.5%

自動車取得税交付金
1.2%

ゴルフ場利用税交付金
0.1%

分担金及び負担金
1.7%

使用料及び
手数料
0.7%

国庫支出金
5.7%

県支出金
4.3%

財産収入
0.3%

繰入金
2.4%

繰越金
2.7%

諸収入
2.5%

村債
10.4%

地方特例交付金
0.1%

地方交付税
47.1%

歳　入　歳　出　予　算　款　別　比　較　表

・片品中学校体育館改修工事（耐震及び大規模改修）

・消防自動車整備

・校内研修支援事業

・床なし体育館敷地購入

・尾瀬の郷づくり事業

・衆議院・片品村長選挙費

・防火水槽新設（栗生）

・中学生までの医療費無料化

・除雪車購入

・出産祝金

・地区要望事項の推進

歳入
3,292,000

（単位：千円）

歳出
3,292,000

（単位：千円）
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が
、
私
達
村

民
一
人
一
人
が
協
力
し
互
い
に
支
え

合
っ
て
豊
か
で
活
気
あ
る
村
、
そ
し
て

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り

の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。



04

ニュース

広 報 か た し な        H21 . 04

ニュース

05 広 報 か た し な        H21 .04

北
保
育
所
で
お
別
れ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

埼
玉
県
内
保
育
園
に
片
品
村
の
雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

尾
瀬
ロ
ッ
ジ
が
指
定
管
理
者
へ

４
組
の
農
家
が
家
族
経
営
協
定
調
印

家
族
経
営
協
定
で

家
族
み
ん
な
が
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
！

片
品
村
国
民
健
康
保
険
税
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す

　

３
月
10
日
（
火
）、
都
市

の
子
ど
も
達
に
雪
遊
び
を
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
が
、
ス
キ
ー
場
連
絡

協
議
会
と
民
宿
旅
館
組
合
連

合
会
の
共
催
事
業
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
と
ふ
れ
あ
い
協
定

な
ど
が
結
ば
れ
て
い
る
埼
玉

県
蕨
市
に
あ
る
保
育
園
に
運

ば
れ
た
、
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
２

台
分
の
片
品
の
真
っ
白
な
雪

を
見
た
子
ど
も
達
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
、
保
育

　

昭
和
37
年
か
ら
村
営
で
営
業
し
て

き
ま
し
た
尾
瀬
ロ
ッ
ジ
は
平
成
21
年

４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
＝
豆
字

典
＝
に
よ
り
ア
リ
ス
工
業
㈱
が
村
に

代
わ
っ
て
営
業
い
た
し
ま
す
。

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
効

率
的
・
効
果
的
な
管
理
運
営
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
は
今
ま
で
ど
お
り
村

の
財
産
で
あ
り
営
業
を
委
託
す
る
も

の
で
す
。

　

尚
、
指
定
期
間
は
平
成
21
年
４
月

１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
の
３
年

間
で
す
。

・
豆
字
典

　

指
定
管
理
者
制
度
＝
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
発
想
を
活
用
す
る
目
的
で
地

方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
の
公
共
的
団
体
等
へ

の
「
管
理
委
託
制
度
」
に
代
わ
り
、

議
会
の
議
決
を
経
て
指
定
さ
れ
る「
指

定
管
理
者
」
に
管
理
を
委
任
す
る
制

度
で
す
。

園
の
庭
に
作
ら
れ
た
小
さ
な
ゲ
レ
ン

デ
で
は
、
子
ど
も
達
が
元
気
い
っ
ぱ

い
に
そ
り
遊
び
や
雪
投
げ
を
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
蕨
市
で
は
雪
が
降
る
こ
と

は
年
に
数
え
る
ほ
ど
で
、
そ
り
乗
り

な
ど
は
し
た
こ
と
が
な
い
子
ど
も
達

が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
蕨
市
在

住
の
「
尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
」
佐
藤

高
弘
さ
ん
に
ご
協
力
を
頂
き
、
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

３
月
６
日
（
金
）、
北
保
育
所
父
母

の
会
主
催
で
、
年
長
児
の
卒
園
を
祝

い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
片
品
村
摺
渕
出

身
の
よ
し
ざ
わ
た
か
ゆ
き
さ
ん

（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
ギ
タ
ー
・
ピ
ア
ノ
、

片
品
村
役
場
の
業
務
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

　

人
事
院
に
よ
る
公
務
員
の
勤
務
時

間
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
よ
り
、
片

品
村
職
員
の
勤
務
時
間
が
改
正
さ
れ

片
品
村
役
場
の
業
務
時
間
が
４
月
１

日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

変
更
前

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
12
時
15
分

休
憩
時
間
（
45
分
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
15
分

作
詞
、
作
曲
、
編
曲
）
と
相
方
で
組

む
デ
ュ
オ
「
紙
ひ
こ
う
き
」
の
歌
や

踊
り
・
ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
新
入
園
予

定
の
親
子
も
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

変
更
後

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
12
時

休
憩
時
間
（
１
時
間
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
15
分

　

変
更
後
も
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
よ
う
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

３
月
24
日
、
役
場
２
階
に
お
い
て

第
７
回
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
は
、
相
互
に
責
任

あ
る
経
営
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、
近

代
的
な
農
業
経
営
を
確
率
す
る
と
共

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
あ

い
、
健
康
で
民
主
的
な
明
る
い
家
庭

の
建
設
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
４
家

族
の
み
な
さ
ん
。
こ
れ
で
村
内
で
は

27
組
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
家
族
経

営
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

協
定
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
不
明

確
だ
っ
た
休
日
や
報
酬
、
労
働
時
間

な
ど
を
家
族
で
話
し
合
い
、
協
定
書

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
農
業
委
員
会
長
の

ほ
か
、
村
長
、
議
員
、
片
品
農
協
組

合
長
ら
が
立
ち
会
い
の
も
と
で
、
ご

家
族
の
皆
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
書

に
署
名
、
捺
印
。
そ
の
後
お
互
い
に

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
協
定
を
取
り
交
わ
し
た
４

家
族
の
経
営
主
と
、
経
営
作
物
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

　

式
の
中
で
は
、
出
席
し
た
農
家
を

代
表
し
て
小
林
君
雄
さ
ん
が
「
今
後

は
片
品
村
の
家
族
経
営
協
定
農
家
と

し
て
地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
て

頑
張
り
た
い
。」
と
決
意
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
家

族
経
営
協
定
の
普
及
を
進
め
、
よ
り

合
理
的
で
近
代
的
な
農
業
経
営
に
取

り
組
む
農
家
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

家
族
経
営
協
定
に
つ
い
て
は
、
村

農
業
委
員
会
ま
た
は
地
元
の
農
業
委

員
さ
ん
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

経 営 主 地 区 主な
経営作物

星野行康さん　御座入　トマト、水稲

金子新一さん　築　地　大根､りんご
　　　　　　　　　　　ブルーベリー

小林君雄さん　築　地　まいたけ

須藤長明さん　鎌　田　アスパラガス
　　　　　　　　　　　紫陽花

夏みかんの下に雪山を作った

コンサート後に記念撮影

①
納
期
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

（
12
期
↓
９
期
）

　

今
ま
で
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
12
期
で
１
年
分
の
国
保
税
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

21
年
度
か
ら
は
７
月
か
ら
翌
年
３
月

迄
の
９
期
で
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
等
は
７
月
20
日
頃
に

９
期
分
を
ま
と
め
て
お
届
け
し
ま
す

の
で
大
切
に
保
管
し
、
納
期
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

②
税
率
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

③
平
成
21
年
10
月
よ
り
特
別
徴
収
が

始
ま
り
ま
す
。

　3/26（木）夕方 6：30 ～花の駅・
片品「花咲の湯」イベントホール
において上毛かるた大会を行いま
した。参加者は 90 名と、たくさん
の子供達の参加があり、熱い戦い
が繰り広げられ、楽しいひととき
を過ごすことができました。本当
にありがとうございました。

　

特
別
徴
収
と
は
、
年
金
支
給
月
に

各
種
受
給
年
金
か
ら
保
険
税
を
差
し

引
い
て
納
税
い
た
だ
く
納
付
方
法
で

す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
は
被

保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

の
世
帯
の
世
帯
主
で
あ
る
被
保
険
者

で
、
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
た
だ
し
介

護
保
険
と
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額

の
１
／
２
を
超
え
る
場
合
は
特
別
徴

収
は
致
し
ま
せ
ん
。

　

該
当
と
な
る
世
帯
主
へ
は
開
始
前

に
通
知
し
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ

い
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
６

変更後 変更前

医　療 後期高齢 介　護 医　療 後期高齢 介　護

所得割 5.00% 1.00% 0.80% 所得割 4.60% 1.00% 0.80%

資産割 37% 9.00% 4.00% 資産割 37% 9.00% 4.00%

均等割 20,000円 5,000円 5,000円 均等割 16,400円 4,000円 4,000円

平等割 28,000円 7,000円 5,200円 平等割 24,000円 6,000円 4,200円

結　果
高学年団体の部　優勝　
　梅澤　鈴香　星野　琴音　
　星野詩央里（以上片品北小）
低学年団体の部　優勝　　
　星野　脩人　星野　湧也　
　内田　悠太（以上片品南小）
第 2部団体の部　優勝　　
　須藤　健太　千明　斗夢
　星野　甲斐（以上片品小）
高学年個人の部　優勝　　
　笠原友希乃（片品小）
低学年個人の部　優勝
　星野なな子（片品小）
第 2部 個人の部　優勝
　星野　亜実（片品南小）

第１１回花の駅かるた大会

優勝したみなさん
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区

順位 7 5 5 3 3 5
得点 1.5 4 2.5 6 6 4
順位 5 7 5 4 7 3
得点 4 2 2.5 5 2 6
順位 2 6 2 7 6 4
得点 7 3 7 2 3 5
順位 6 4 5 8 4 7
得点 3 5 2.5 1 4.5 2
順位 1 3 3 6 1 1
得点 8 6 5.5 3 8 8
順位 3 1 3 2 4 6
得点 5.5 8 5.5 7 4.5 3
順位 7 8 5 5 8 2
得点 1.5 1 2.5 4 1 7
順位 3 2 1 1 2 8
得点 5.5 7 8 8 7 1

5

17.0 20.0 37.0 4

36.5 0.0 36.5

3

38.5 7.0 45.5 1

33.5 8.0 41.5

8

27.0 9.5 36.5 6

18.0 14.5 32.5

21.5 23.5 45.0 2

順　位

24.0 12.0 36.0 7

獲得得点
Ａ

持ち点
Ｂ

得　点
Ａ＋Ｂ

スキー大会

第２区

野球大会
グラウンド
ゴルフ大会

村民運動会
大会名　

第１区

第７区

第８区

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 ゴルフ大会

第３区

第４区

第５区

第６区

平成 20年度得点表

翌年度各区持ち点
不参加種目については、その得点は「０」であるが、持ち点計算上は６位と７位の中間得点「２．５」を獲得したもの
として、次年度持ち点から差し引く。
総合得点が同点数となった場合は、持ち点の少ない区を上位とする。

片 品 村 社 会 体 育 総 合 優 勝 制 度

ご　　  じる

翌年度各区持ち点表

第５区が総合優勝！ 平成 20年度社会体育総合優勝
　昨年 5 月のソフトボール大会で開幕した社会体育の区

対抗競技も 3 月のスキー大会をもって、平成 20 年度の

競技がすべて終了しました。

　第 50 回記念大会の村民運動会をはじめ各競技におい

て熱戦が繰り広げられた結果、第５区が総合優勝で幕を

閉じました。

　平成 21 年度もソフトボール大会で幕を開け、ゴルフ

大会、野球大会、グラウンドゴルフ大会、歴史ある村民

運動会、三月のスキー大会と６大会で総合優勝が争われ

ます。それぞれ熱戦が繰り広げられることでしょう。

　なお、詳しい結果と平成 21 年度の各区持点は別表の

とおりです。

料理・方言
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わが 家 の 自 慢 料 理
呉　汁 作成者　　越本　林　日出子　さん

材料

○１コ分の栄養価　ｴﾈﾙｷﾞｰ　:　9Kcal　　蛋白質：6.7ｇ　　脂質：3.3ｇ　　カルシウム：69ｍｇ　　塩分：1.7ｇ

作り方

◇大豆の効能

～大豆を使った料理～

・大豆はたんぱく質、ビタミンＢ群が多く、「畑の肉」と呼ばれ栄養価の高い食品です。
・良質の不飽和脂肪酸を含み、動脈硬化予防や肥満をコントロールする食品でもあります。

大豆……………５０ｇ

大根……………１００ｇ

白菜……………１００ｇ

人参……………２０ｇ

ごぼう…………２０ｇ

長ねぎ…………1/4 本

煮干しだし汁…３～４ｶｯﾌﾟ

みそ……………大さじ３

（4人分）

へ
ー
と
・
へい
と

片  

品  

�  

方  

言�

⑬�

せ
ん
ぜ
ー
ば
・
せ
っ
つ
ぇ
ー
ば

　

子
供
の
頃
（
昭
和
三
十
年
前
後
）
と
は
い
え
、
心
無
い
事
を
し
た
も
の
だ
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
乞
食
・
物
乞
が
来
る
と
「
へ
ー
と
」
が
来
た
！
と
い
っ
て
幾
人
か
で
後
を
つ

い
て
行
く
の
で
す
。

　

乞
食
の
こ
と
を
「
へ
ー
と
」「
へ
い
と
」
と
い
い
ま
す
。
身
な
り
も
み
す
ぼ
ら
し
く
、
独

特
の
動
作
を
真
似
す
る
者
も
い
る
の
で
す
。
何
と
失
礼
な
こ
と
か
。

　
「
へ
ー
と
」
の
語
源
は
、「
陪
堂
（
ほ
い
と
）」
か
ら
転
訛
し
た
も
の
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。

「
陪
堂
」
と
は
禅
宗
等
で
、
客
僧
な
ど
が
僧
堂
の
外
で
食
事
を
戴
く
「
陪
食
（
ほ
い
じ
き
・

ば
い
じ
き
）」
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
「
陪
堂
と
僧
と
食
」
に
関
係
す
る
も
の
で
、
広
く
知
ら
れ
て
い
て
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す

が
、「
托
鉢
（
た
く
は
つ
）」
と
い
う
修
行
僧
の
大
切
な
行
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
各
戸
で

施
与
す
る
米
穀
や
金
銭
な
ど
を
、
鉄
鉢
（
て
っ
ぱ
つ
）
で
受
け
て
ま
わ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
「
乞
食
（
こ
つ
じ
き
）」
と
も
い
い
ま
す
。

「
托
鉢
」
を
行
じ
な
が
ら
僧
は
、
更
に
修
行
を
重
ね
、
人
々
に
「
人
の
道
」
を
照
ら
し
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。

「
へ
ー
と
」「
へ
い
と
」
も
、
そ
の
起
源
を
た
ど
る
と
「
陪
堂
・
僧
・
托
鉢
・
修
行
」
な
ど
、

仏
教
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。

　
「「
せ
ん
ぜ
ー
ば
」
か
ら
葱
を
と
っ
て
来
て
！
」
農
繁
期
、
忙
し
い
と
き
の
決
ま
り
文
句

の
よ
う
で
す
。

　
「
せ
ん
ぜ
ー
ば
」「
せ
っ
つ
ぇ
ー
ば
」
と
は
、
自
宅
の
敷
地
内
か
或
い
は
、
自
宅
の
す
ぐ

近
く
に
耕
作
し
て
い
る
「
自
家
用
菜
園
」
の
こ
と
で
す
。

　

な
ん
と
言
っ
て
も
近
く
て
便
利
が
一
番
で
す
。
そ
こ
に
は
自
給
自
足
の
お
手
本
の
よ
う

に
、
日
用
野
菜
が
何
種
類
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
せ
ん
ぜ
ー
ば
」「
せ
っ
つ
ぇ
ー
ば
」
の
語
源
は
「
専
栽
場
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
家
用
野
菜
を
専
門
に
栽
培
す
る
場
所
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
頭
の
字
を
取
り
「
專
裁
場
」
で
す
。

食
の
安
全
性
や
、食
料
自
給
率
が
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、各
家
庭
で
も
「
せ
ん
ぜ
ー
ば
」

「
せ
っ
つ
ぇ
ー
ば
」
が
改
め
て
見
直
さ
れ
る
時
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　

大
竹　

将
彦 

①大豆をひと晩よくほとばして、水けを切り、すり鉢で３０分程すりつぶす。

②大根、人参はいちょう切り、白菜は 1/4 カットの１㎝のそぎ切りにする。

　ごぼうは半月薄切りにし、　水にさらして、アクを取り、水けを切る。

　長ネギは小口切りにする。

③煮干しのだし汁に長ねぎ以外の野菜を入れ、

　軟らかく煮る。

④みそを入れ、①の大豆を加え、

　ひと煮立ちする。

⑤最後に小口切りのねぎを加え出来上がり。

・大豆の量は、好みで増減してください。今回は少なめにしてあります。
・大豆はミキサーですってもよいですが、すり鉢ですると、より細かくなり、つぶつぶの食感が気にならなくなります。
・呉汁は、汁の上に出来る白い泡とつぶつぶした食感を楽しみます。

◇ワンポイント

片
品
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
区
対
抗
ス
キ
ー
大
会

　

３
月
17
日
（
火
）、
丸
沼
高
原
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
選
手
権
申
込
者
と

各
区
の
代
表
選
手
約
75
名
が
参
加

し
、
第
40
回
片
品
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
兼
第
20
回
区
対
抗
ス
キ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
区
対
抗

優　

勝　

第
５
区

準
優
勝　

第
７
区

第
３
位　

第
２
区

★
片
品
選
手
権

　

成
年
男
子
Ａ

優　

勝　

萩
原　

一
平
（
７
区
）

準
優
勝　

高
橋　

政
樹
（
１
区
）

第
３
位　

星
野　

利
明
（
１
区
）

　

成
年
男
子
Ｂ　

優　

勝　

三
浦　

幸
治
（
２
区
）

準
優
勝　

萩
原　

大
介
（
７
区
）

第
３
位　

吉
野　

良
孝
（
６
区
）

　

成
年
男
子
Ｃ　

優　

勝　

星
野　
　

彰
（
６
区
）

準
優
勝　

千
明　

邦
昭
（
８
区
）

第
３
位　

千
明　

俊
和
（
３
区
）

　

壮
年
男
子
Ａ　

優　

勝　

戸
丸　

志
郎
（
３
区
）

準
優
勝　

入
澤
登
喜
夫
（
５
区
）

第
３
位　

星
野　

和
雄
（
３
区
）

　

壮
年
男
子
Ｂ　

優　

勝　

萩
原　

壮
児
（
７
区
）

準
優
勝　

入
澤　

長
二
（
５
区
）

第
３
位　

星
野　

政
雄
（
２
区
）

　

成
年
女
子
Ａ　

優　

勝　

笠
原　
　

和
（
５
区
）

準
優
勝　

星
野
絵
莉
奈
（
オ
ー
プ
ン
）

第
３
位　

笠
原
亜
也
子
（
５
区
）

　

成
年
女
子
Ｂ　

優　

勝　

星
野　

咲
織
（
５
区
）

準
優
勝　

萩
原
美
千
代
（
６
区
）

第
３
位　

横
坂
エ
ツ
子
（
５
区
）

　

個
人
総
合
優
勝　

男　

子　

星
野　
　

彰
（
６
区
）

女　

子　

星
野　

咲
織
（
５
区
）　

勢いよくスタートする選手



08

ニュース

広 報 か た し な        H21 . 04

ニュース

09 広 報 か た し な        H21 .04

　

３
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日

間
、
３
月
定
例
議
会
が
、
ま
た
、
19

日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
20
年
度
補
正
予
算
、
21
年
度
当

初
予
算
、
条
例
の
制
定
な
ど
の
重
要

な
案
件
が
審
議
さ
れ
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・
片
品
村
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例
（
制
定
）

　

介
護
報
酬
の
引
上
げ
に
伴
う
保
険

料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め

に
国
か
ら
の
交
付
金
を
管
理
す
る
た

め
の
基
金
を
設
置
す
る
条
例
で
す
。

・
片
品
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

寄
附
金
控
除
の
対
象
範
囲
を
拡
大

す
る
改
正
。
地
域
に
お
け
る
住
民
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
を
追

加
す
る
改
正
で
す
。

・
片
品
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
及
び
賦

課
処
理
期
日
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。

・
片
品
村
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
負
担

の
無
料
化
を
通
院
に
ま
で
拡
大
す
る

改
正
で
す
。
平
成
21
年
４
月
１
日
か

３

月

議

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
片
品
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

介
護
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
保
険

料
の
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

・
片
品
村
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

ゴ
ミ
の
指
定
袋
の
取
扱
い
を
条
例

で
は
な
く
、
規
則
で
定
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
改
正
で
す
。

・
片
品
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

借
換
制
度
の
期
間
を
１
年
延
長
し

て
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
す
る

も
の
で
す
。

・
片
品
村
営
尾
瀬
ロ
ッ
ジ
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

尾
瀬
ロ
ッ
ジ
の
管
理
を
指
定
管
理

者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
す
る
改
正
で
す
。

・
片
品
村
納
税
組
合
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

　

個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
る

な
ど
税
務
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
環
境

が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
納
税
組
合
を
廃
止
す
る
の
で
、

併
せ
て
同
組
合
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
し
ま
し
た
。

・
片
品
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
臨
時
議
会
提
出
）

　

人
事
院
の
勧
告
に
従
い
、
職
員
の

勤
務
時
間
を
１
日
８
時
間
か
ら
７
時

間
45
分
に
改
め
ま
し
た
。
関
連
す
る

他
の
２
条
例
も
改
正
し
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
20
年
度
の
各
会
計
の
補
正
予

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

既
定
の
予
算
額
に
４
，
９
８
０
万

５
千
円
を
追
加
し
て
総
額
を
35
億

９
，
９
０
０
万
円
に
し
ま
し
た
。
歳

入
で
は
地
方
交
付
税
、
村
税
な
ど
が

増
え
、
県
支
出
金
、
繰
入
金
等
が
減
っ

て
い
ま
す
。
歳
出
は
、
年
度
末
に
お

け
る
事
業
の
終
了
や
額
の
確
定
に
よ

る
減
額
調
整
が
主
な
も
の
で
す
が
、

財
政
調
整
基
金
に
１
億
５
千
万
円
ほ

ど
積
み
増
し
ま
し
た
。

・
一
般
会
計(

第
４
号) 

　

臨
時
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

定
額
給
付
金
給
付
事
業
補
助
金
、
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

等
を
活
用
す
る
た
め
の
補
正
で
す
。

既
定
の
予
算
額
に
２
億
７
，
５
０
１

万
４
千
円
を
追
加
し
て
総
額
を
38
億

７
，
４
０
１
万
４
千
円
に
し
ま
し
た
。

村
道
や
簡
易
水
道
施
設
の
整
備
、
除

雪
車
の
購
入
な
ど
が
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

既
定
の
予
算
額
に
２
，
３
２
４
万

８
千
円
を
追
加
し
て
総
額
を
７
億

８
，
７
２
６
万
７
千
円
に
し
ま
し
た
。

主
に
保
険
給
付
費
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。

・
老
人
保
健
特
別
会
計

　

既
定
の
予
算
額
に
１
，
０
１
０
万

２
千
円
を
追
加
し
て
予
算
総
額
を
１

億
７
１
７
万
４
千
円
に
し
ま
し
た
。

医
療
諸
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計(

第
３

号)

　

既
定
の
予
算
額
か
ら
４
７
３
万
９

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
億

１
，
６
４
６
万
５
千
円
に
し
ま
し
た
。

事
業
の
確
定
等
に
よ
る
額
の
調
整
で

す
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計(

第
４

号)

　

臨
時
議
会
提
案
で
す
。
一
般
会
計

と
同
じ
く
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対

策
臨
時
交
付
を
活
用
す
る
た
め
の
補

正
で
す
。
既
定
の
予
算
額
に
２
，
８

４
６
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
億
４
，
４
９
２
万
５
千
円
に
し
ま

し
た
。
管
路
図
作
成
や
配
水
池
水
位

等
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
配
分
し

ま
し
た
。

・
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

　

収
入
収
支
額
が
概
ね
確
定
し
た
こ

と
に
よ
る
補
正
で
す
。
収
益
的
収
入
・

支
出
と
も
９
５
０
万
円
ほ
ど
減
額
さ

れ
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計

　

既
定
の
予
算
額
に
８
７
３
万
７
千

円
を
追
加
し
て
総
額
を
３
億
４
，
２

６
７
万
９
千
円
に
し
ま
し
た
。
保
険

給
付
費
等
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

・
下
水
道
事
業
等
特
別
会
計

　

既
定
の
予
算
額
か
ら
１
４
１
万
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
２
億
６
，

８
０
８
万
３
千
円
に
し
ま
し
た
。
新

規
加
入
金
等
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

既
定
の
予
算
額
か
ら
６
７
６
万
４

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
４
，

４
８
２
万
５
千
円
に
し
ま
し
た
。
広

域
連
合
へ
の
負
担
金
等
が
減
額
さ
れ

ま
し
た
。

◎
当
初
予
算

　

一
般
会
計
と
７
特
別
会
計
の
予
算

が
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
一
般
質
問

　

２
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

・
本
村
の
宿
泊
産
業
の
経
営
改
善
の

た
め
の
短
期
的
な
対
策
と
長
期
的
な

対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
飯
塚
美
明
議
員
）

・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

・
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
つ
い

て
、
行
政
執
行
の
姿
勢
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
星
野
侃
三
議
員
）

◎
そ
の
他

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
（
２
件
）

　

組
合
の
構
成
団
体
で
あ
る
「
榛
名

興
産
市
町
村
組
合
」
が
解
散
し
、
ま

た
、
吉
井
町
が
高
崎
市
に
編
入
合
併

さ
れ
る
た
め
に
構
成
団
体
の
一
覧
表

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　

富
士
見
村
が
前
橋
市
に
、
吉
井
町

が
高
崎
市
に
そ
れ
ぞ
れ
編
入
合
併
さ

れ
る
た
め
に
規
約
の
変
更
を
す
る
も

の
で
す
。

・
村
道
路
線
の
認
定

　

御
座
入
地
内
で
１
２
９
８
、
１
２

９
９
、
１
３
０
０
号
の
３
路
線
、
花

咲
地
内
で
３
３
２
４
号
の
１
路
線
を

認
定
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

片
品
村
４
人
目
の
人
権
擁
護
委
員

に
入
澤
眞
理
子
さ
ん
（
越
本
）
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

・
指
定
管
理
者
の
指
定

　

次
の
20
の
施
設
の
管
理
を
指
定
管

理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
指
定
管
理
者
の
名
称
、
指

定
の
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

菅
沼
農
村
広
場　

片
品
村
菅
沼　

平
成
21
年
４
月
１
日

〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

摺
淵
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

片
品
村
摺
淵　

平
成
21
年
４
月
１
日

〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

花
咲
観
光
農
林
漁
業
経
営
管
理
所

片
品
村
花
咲
栃
久
保　

平
成
21
年
４

月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

武
尊
運
動
広
場
、
武
尊
体
育
館
、

片
品
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

片
品
村
第
３
区　

平
成
21
年
４
月
１

日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

白
根
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

片
品
村
東
小
川
穴
沢　

平
成
21
年
４

月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

片
品
村
健
康
増
進
施
設
、
片
品
村

山
村
広
場
施
設
、
片
品
村
ふ
れ
あ
い

広
場

片
品
村
第
５
区　

平
成
21
年
４
月
１

日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

片
品
村
郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設

十
二
社
中　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

平
成
26
年
３
月
31
日

　

土
出
運
動
広
場

土
出
運
動
広
場
管
理
組
合　

平
成
21

年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

戸
倉
観
光
農
林
漁
業
経
営
管
理
所

片
品
村
戸
倉
区　

平
成
21
年
４
月
１

日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

尾
瀬
木
工
セ
ン
タ
ー

片
品
山
岳
ガ
イ
ド
協
会　

平
成
21
年

４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

片
品
村
老
人
憩
の
家

第
４
区　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平

成
22
年
３
月
31
日

　

片
品
村
戸
倉
地
区
公
園
（
虻
ヶ
原

親
水
公
園
、
並
木
公
園
、
番
所
平
広

場
）

片
品
村
戸
倉
区　

平
成
21
年
３
月
16

日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

　

片
品
村
尾
瀬
ぷ
ら
り
館

片
品
村
戸
倉
区　

平
成
21
年
３
月
16

日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

　

片
品
村
営
尾
瀬
ロ
ッ
ジ
（
臨
時
議

会
）

ア
リ
ス
工
業
株
式
会
社　

平
成
21
年

４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

　

村
議
会
は
村
の
将
来
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

是
非
傍
聴
し
て
下
さ
い
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
会
員
募
集
！

平
成
20
年
度
の
保
険
料
は
４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

　

平
成
21
年
２
月
分
の
保
険
料
の
納

付
期
限
は
平
成
21
年
３
月
31
日
、
３

月
分
の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
４
月

30
日
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の
ま

ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
減
額
に
な
っ
た
り
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り

か
、
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
の
障
害
者
年
金
、
あ

る
い
は
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ

　

全
身
を
使
っ
て
の
演
奏
は
、
体
力

づ
く
り
、
ま
た
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は

生
活
の
リ
ズ
ム
を
養
う
こ
と
に
結
び

つ
く
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
和
太
鼓
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
入
会
資
格

　

村
内
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
大
人

　

ま
で

○
練
習
日

　

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
ま
で

　
（
子
ど
も
は
月
曜
日
の
み
）

○
練
習
場
所

　

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

○
入
会
申
込
・
問
合
せ
先

　

４
月
末
日
ま
で
に

　

役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課
内

　
　

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
事
務
局
へ

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
２

た
と
き
の
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
４
月
中

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
の

「
早
割
」
が
お
得
で
便
利
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、

渋
川
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７
に

お
願
い
し
ま
す
。
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新役員・人事
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新役員・人事

11 広 報 か た し な        H21 .04

平

成
21

年

度

役

員

名

簿

◎
区　

長

第
一
区
長　

星　

野　

吉　

夫

第
二
区
長　

桑　

原　

和　

一

第
三
区
長　

戸　

丸　

明　

治

第
四
区
長　

金　

子　

賢　

司

第
五
区
長　

大　

竹　

錦　

治

第
六
区
長　

高　

山　

勝　

彦

第
七
区
長　

萩　

原　

秀　

基

第
八
区
長　

佐　

藤　

八　

郎

◎
区
長
代
理

第
一
区
長
代
理　

宮
田　
　

敏

第
二
区
長
代
理　

飯
塚　

睦
夫

第
三
区
長
代
理　

星
野　

文
昭

第
四
区
長
代
理　

須
藤　

勝
重

第
五
区
長
代
理　

笠
原　

市
雄

第
六
区
長
代
理　

星
野　

晴
雄

第
七
区
長
代
理　

松
浦　

文
男

第
八
区
長
代
理　

金
子　

彦
一

◎
組　

長

須
賀
川　
　

星　

野　

精　

一

御
座
入　
　

星　

野　

勝　

彦

菅　

沼　
　

藤　

永　

勝　

彦

築　

地　
　

小　

林　

君　

雄

下　

平　
　

高　

橋　

邦　

明

摺　

渕　
　

飯　

塚　

睦　

夫

幡　

谷　
　

桑　

原　

和　

一

鍛
冶
屋　
　

星　

野　

文　

昭

栃
久
保　
　

戸　

丸　

志　

郎

登　

戸　
　

星　

野　

孝　

俊

山　

崎　
　

星　

野　

伊　

吉

栗　

生　
　

川　

口　

隆　

幸

針　

山　
　

永　

井　

啓　

之

下
小
川　
　

須　

藤　

力　

夫

中　

井　
　

星　

野　

佳　

幸

穴　

沢　
　

星　

野　

富　

男

上
小
川　
　

星　
　
　

政　

幸

太　

田　
　

入　

澤　

公　

敬

細
工
屋　
　

入　

澤　

幸　

雄

阿　

村　
　

大　

竹　

利　

英

上　

而　
　

金　

井　

要　

久

中　

里　
　

新　

井　

信　

吉

新　

井　
　

萩　

原　

俊　

一

古　

仲　
　

萩　

原　

有　

朋

伊
閑
町　
　

萩　

原　

一　

浩

閑　

野　
　

吉　

野　

隆　

浩

戸　

倉　
　

萩　

原　

新　

也

鎌
田
一　
　

松　

井　

三
知
也

鎌
田
二　
　

星　

野　

正　

人

鎌
田
三　
　

芝　

崎　

武　

夫

鎌
田
四　
　

岡　

田　

克　

夫

鎌
田
五　
　

松　

田　
　
　

隆

◎
消
防
団
新
役
員

団　

長　
　

入　

澤　

与
志
男

副
団
長　
　

小　

林　

政　

彦

第
五
分
団　

入　

澤　

和　

弘

第
六
分
団　

星　

野　

成　

人

第
七
分
団　

帰　

山　
　
　

徹

第
八
分
団　

奥　

村　

典　

久

◎
交
通
指
導
員

隊　

長　
　

萩　

原　

直　

治

副
隊
長　
　

星　

野　

陽　

一

教

職

員

人

事

異

動

　

転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

片　

品　

小　

学　

校

◎
転　

出

校
長　

小
林　

兵
衛　
　
　
（
退
職
）

教
諭　

北
原　

君
子　
（
沼
田
北
小
）

教
諭　

三
浦　

武
夫　
（
片
品
南
小
）

教
諭　

星
野　

純
一　
　
（
昭
和
中
）

教
諭　

松
嶋　

聡
子

　
　
　
　
（
み
ど
り
市
大
間
々
南
小
）

◎
転　

入

校
長　

神
保　

昌
之　
　
（
薄
根
小
）

教
諭　

宇
敷　

幸
子　
　
（
白
沢
小
）

教
諭　

河
合　

潔　
　
　
（
薄
根
小
）

教
諭　

山
﨑　

牧
葉　
（
古
馬
牧
小
）

教
諭　

岡
村　

沙
織　
　
（
新
採
用
）

　

片　

品　

北　

小　

学　

校

◎
転　

出

教
諭　

中
村　

秀
雄　
（
沼
田
北
小
）

◎
転　

入

教
諭　

竹
内　

由
紀
子　
（
平
川
小
）

　

片　

品　

南　

小　

学　

校

◎
転　

出

教
諭　

石
田　

三
枝
子　
　
（
退
職
）

教
諭　

金
井　

久
夫　
　
（
薄
根
中
）

事
務
主
事　

　
　
　

堀　

裕
子　
　
　
　
（
退
職
）

◎
転　

入

教
諭　

横
坂　

美
由
記
（
沼
田
東
小
）

教
諭　

三
浦　

武
夫　
　
（
片
品
小
）

事
務
主
事　

　
　
　

本
多　

洋
介　
　
（
新
採
用
）

　

武　

尊　

根　

小　

学　

校

◎
転　

出

校
長　

中
沢　

守

　
　
　
　
　
　
（
渋
川
市
赤
城
南
中
）

教
諭　

林　

靖
彦　
　
　
（
川
場
小
）

教
諭　

福
島　

美
由
紀　
（
川
場
中
）

◎
転　

入

校
長　

伊
藤　

均

　
　
　
　
　
　
（
渋
川
市
小
野
上
中
）

教
諭　

小
幡　

操　
　
　
（
川
場
小
）

　

片　

品　

中　

学　

校

◎
転　

出

教
諭　

古
田
島　

茂　
（
沼
田
南
中
）

教
諭　

林　

洋
子　
　
　
（
薄
根
中
）

養
護
教
諭

　
　
　

矢
野
間　

貴
絵

　
　
　
　
　
　
（
渋
川
市
小
野
上
小
）

主
幹
事
務
長

　
　
　

大
嶋　

良
子　
（
昭
和
東
小
）

◎
転　

入

教
諭　

吉
田　

翔
一

　
　
　
　
　
　
　
（
高
崎
市
佐
野
中
）

教
諭　

會
田　

華
恵　
　
（
新
採
用
）

養
護
教
諭

　
　
　

真
船　

由
美
子　
（
薄
根
中
）

主
幹
事
務
長

　
　
　

林　

一
彦　
　
　
（
利
根
中
）

平
成  

21
年
度
片
品
村
役
場
職
員

村　

長　

千
明　

金
造

副
村
長　

萩
原　

重
夫

教
育
長　

飯
塚　

欣
彦

　

総　

務　

課

課　

長　

星
野　

準
一

　
　
　
　

大
竹　

光
一
（
教
委
）

　
　
　
　

星
野　

勝
彦

　
　
　
　

萩
原　

睦
久

　
　
　
　

星
野　

孝
行

　
　
　
　

大
竹　

篤
保

　
　
　
　

星
野　

幹
也

　
　
　
　

井
上　

憲
一
郎

　
　
　
　

川
合　

美
孔

　
　
　
　

星
野　

隼
亮
（
新
採
用
）

　
　
　
　

小
林　

智
春

　

出　

納　

室

会
計
管
理
者
（
室
長
）

　
　
　
　

吉
野　

耕
治
（
保
福
・
昇
任
）

　
　
　
　

川
田　

貴
広

　

住　

民　

課

課　

長　

星
野　

純
一
（
出
納
）

　
　
　
　

星
野　

た
か
子

　
　
　
　

小
林　

恵
一

　
　
　
　

山
崎　

康
広

　
　
　
　

戸
丸　

権
次
（
農
建
）

　
　
　
　

深
見　

ま
み

　
　
　
　

萩
原　

一
彰

　
　
　
　

小
柳　

勝
治

　
　
　
　

星
野　

咲
織

　

保　

健　

福　

祉　

課

課　

長　

桑
原　
　

護
（
む
ら
観
）

　
　
　
　

星
野　

あ
き
江

　
　
　
　

武
藤　

秀
文
（
農
建
）

　
　
　
　

倉
田　

秀
和

　
　
　
　

戸
丸　

徳
子

　
　
　
　

狩
野　

久
良

　
　
　
　

星
野　

勝
志

　
　
　
　

鏑
木　
　

勲

　
　
　
　

小
林　

由
里

　
　
　
　

萩
原　

里
美

　
　
　
　

大
竹　

和
美

　
　
　
　

髙
橋　

賀
代

保
健
師　

星
野　

市
子

　

〞　
　

高
山　

慶
子

　

〞　
　

金
子　

和
代

支
援
セ
・
保
健
師

　
　
　
　

住
谷　

真
里

支
援
セ
・
介
護
支
援

　
　
　
　

星
野　

久
美
子

　

片　

品　

保　

育　

所

所　

長　

星
野　

幸
子

　
　
　
　

原
澤　

千
歳

　
　
　
　

大
竹　

克
枝

　
　
　
　

佐
藤　

日
出
美

　
　
　
　

千
明　

久
美
子

　
　
　
　

林　
　

秋
子

（
臨
時
）　

林　
　

欣
子

　

〞　
　

星
野　

裕
子

　

〞　
　

千
明　

友
香

　

片　

品　

北　

保　

育　

所

所　

長　

宮
田　

和
子

　
　
　
　

鹿
野　

三
枝
子

　
　
　
　

吉
野　

も
も
え

（
臨
時
）　

中
村　

勝
美

　

〞　
　

星
野　

ふ
じ
ゑ

　

片　

品　

南　

保　

育　

所

所　

長　

星
野　

と
み

　
　
　
　

萩
原　
　

均

　
　
　
　

千
明　

ま
ち
子

　
　
　
　

星
野　

洋
子

（
臨
時
）　

鹿
野　

三
江

　

〞　
　

松
浦　

華
恵

　

鎌　

田　

児　

童　

館

　
　
　
　

星
野　

ト
ミ
江

　

農　

林　

建　

設　

課

課　

長　

桑
原　

健
一
郎

　
　
　
　

星
野　

朋
美

　
　
　
　

飯
塚　

睦
夫
（
む
ら
観
）

　
　
　
　

木
下　

浩
美
（
む
ら
観
）

　
　
　
　

星
野　

重
吉
（
住
民
）

　
　
　
　

須
藤　

育
美

　
　
　
　

桑
原　

信
一

　
　
　
　

鈴
木　

幸
光

　
　
　
　

金
子　
　

学

　
　
　
　

高
山　

昭
弘

　
　
　
　

青
木　
　

厚

　
　
　
　

金
子　

小
百
合

　
　
　
　

戸
丸　

幸
生

　
　
　
　

星
野　

一
忠

　
　
　
　

三
浦　

幸
治
（
農
共
済
）

　
　
　
　

戸
丸　

貴
雄
（
む
ら
観
）

農
共
済
派
遣

　
　
　
　

須
藤　

錦
作

　

む
ら
づ
く
り
観　

光　

課

課　

長　

佐
藤　

八
郎
（
総
務
・
昇
任
）

　
　
　
　

千
明　

新
一

　
　
　
　

金
子　

賢
司

　
　
　
　

萩
原　

明
富

　
　
　
　

梅
澤　

康
明

　
　
　
　

星
野　

英
二

　
　
　
　

星
野　

秀
弘

　
　
　
　

永
井　

利
和
（
観
協
）

　
　
　
　

清
野　

さ
お
り

　
　
　
　

星
野　

城
二

　

議　

会　

事　

務　

局

局　

長　

萩
原　

正
信

　
　
　
　

星
野　

照
子

　

教  

育  

委  

員  

会  

事  

務  

局

次　

長　

田
村　

利
夫

　
　
　
　

千
明　

建
太
郎

　
　
　
　

星
野　

孝
俊
（
農
建
）

　
　
　
　

三
浦　

さ
く
子

　
　
　
　

中
村　
　

学

　
　
　
　

須
藤　

幸
夫

　
　
　
　

高
橋　

卓
也

　
　
　
　

樋
口　
　

徹

英
語
指
導　

ロ
ー
ラ　

タ
ジ
マ

片
小
公　

入
澤　

晴
海

北
小
公　

田
村　

恵
美
子

南
小
公　

星
野　

澄
子

片
中
公　

須
藤　

松
子

武
小
公　
（
臨
時
）
草
地　

ゆ
り
ゑ

　

給　

食　

セ　

ン　

タ　

ー

所　

長　

星
野　

一
男

　
　
　
　

原
澤　

博
美

　
　
　
　

須
藤　

美
江
子

栄
養
士　

林　
　

清
子

（
臨
時
）　

星
野　

松
江

　

〞　
　

入
澤　

幸
重

　

〞　
　

大
橋　

竹
代

　

〞　
　

千
明　

真
由
美

　

〞　
　

千
明　

博
治

　

〞　
　

狩
野　
　

六

　

社　

会　

福　

祉　

協　

議　

会

局　

長　

星
野　

幸
雄
（
尾
瀬
ク
）

　

平
成
21
年
度
役
場
及
び
関
係
機
関
の
職
員
を

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
氏
名
の
下
の
（　

）
内

は
前
の
所
属
課
等
で
す
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

星
野　

ふ
き
子

　
　
　
　

千
明　

長
三

　
　
　
　

星
野　

弘
美

（
臨
時
）　

梅
澤　

正
子

　

観　

光　

協　

会

局　

長　

宮
崎　

晴
朗

　
　
　
　

倉
田　
　

剛

　
　
　
　

松
田　

ひ
と
み

　

尾 

瀬 

ク 

リ 

ー 

ン 

セ 

ン 

タ 

ー

局　

長　

小
浜　

貞
夫
（
社
協
）

　
　
　
　

小
林　

郁
夫

　
　
　
　

三
浦　

由
妃
恵

　
　
　
　

高
橋　

裕
之

　
　
　
　

高
山　

耕
一

　
　
　
　

星
野　

寿
之

　
　
　
　

星
野　

晃
一

　
　
　
　

小
林　

正
久

　
　
　
　

小
林　

登
志
喜

　
　
　
　

髙
橋　

政
樹

　
　
　
　

小
林　

勝
寿

退
職
者　
　

Ｈ
21
・
３
・
31

　
　
　
　

桑
原　

正
典
（
住
民
課
長
）

　
　
　
　

桑
原　

和
一
（
保
福
課
長
）

　
　
　
　

星
野　

喜
市
（
住
民
課
補
佐
）

　
　
　
　

狩
野　

佳
之
（
総
務
）

　
　
　
　

星
野　

育
美
（
武
小
公
）

水
資
源
・
県
に
戻
る
職
員

　
　
　
　

清
水　
　

泰
（
む
ら
観
）

　
　
　
　

佐
藤　

裕
明
（
む
ら
観
）

　
　
　
　

石
坂　

幸
喜
（
む
ら
観
）

辞令を交付された教職員のみなさん
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教育・生涯学習

13 広 報 か た し な        H21 .04

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
一
年
三
月
俳
句
会

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

大人になる前に
身につけてほしいこと
ＰＨＰ研究所：坂東眞理子

　いつでも学ぶことはできる。学ぶことに遅すぎることはな
いと積極的な「心の持ち方」を教えてくれる１冊です。親子
で読むことをおすすめします。

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。

教育委員会　5 月の諸行事

図 書 室 カレンダー   5 月

月 火 水 木 金 土日
        1　2

  3　4　5　6　7　8　9
10  11  12  13  14  15  16

31　1　2　3　4　5　6

17  18  19  20  21  22  23
24  25  26  27  28  29  30

☆生涯学習・社会体育関係
・社会人野球春季ﾄｰﾅﾒﾝﾄ
・体協長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
・議長杯ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
・区対抗ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会
・婦人会ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
・議長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
・県民ｽﾎﾟｰﾂ祭ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ大会

☆学校関係
・小学校修学旅行
・移動音楽教室
・夏季交歓会打合せ会議

◇片小 
・授業参観・PTA 総会・学年懇談会　　　
・PTA 役員会議①
・読み聞かせ
・家庭訪問
・クリーン大作戦①
　アルミ缶回収を継続して実施しています。地域の方々
のご協力をお願い致します。
◇北小 
・こいのぼり集会
・不審者対応避難訓練
・授業参観・PTA 総会
・尾瀬事前学習
　3 年生以上の尾瀬学習が始まります。今年度も様々な
面で、地域の方々のご協力をお願いします。
◇南小
・学校支援打合せ
・授業参観・ＰＴＡ総会
・PTA 役員会議②
　ＰＴＡ総会等では、たくさんの地域の方々にお世話に
なります。よろしくお願いします。
◇武尊根小
・授業参観・奉仕作業
・避難訓練（地震想定）
・家庭訪問
・春の旅行（1～ 5年生）
・武尊根記録会②
　授業参観・奉仕作業ではお世話になります。新学期に
向けて環境整備をしたいと思います。よろしくお願いし
ます。
◇片中
・修学旅行
・校外学習（1･2 年生） 
・尾瀬環境ボランティア
・自然観察会（2年生）
・利根郡中体連春季大会
    ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ①②
　　野球①､卓球 
　　野球②
　　剣道 
　　ﾃﾆｽ①､ｻｯｶｰ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
    　ﾃﾆｽ②
  本格的な春を迎え、部活動も春季大会の時期となりまし
た。応援よろしくお願いいたします。

※予定が変更される場合もありますので、　あらかじめご
　了承ください。

11 日 ( 月 ) ～
12 日 ( 火 )
14 日 ( 木 )
17 日 ( 日 )
17 日 ( 日 )
21 日 ( 木 )
31 日 ( 日 )

22 日 ( 金 )･23 日 ( 土 )
 26 日 ( 火 )
28 日 ( 木 )

1 日 ( 金 )
8 日 ( 金 )
13 日 ( 水 )

15 日 ( 金 ) より
28 日 ( 木 )

 

１日 ( 金 )
14 日 ( 木 )
15 日 ( 金 )
18 日（月）

7日 ( 木 )
8 日 ( 金 )
14 日 ( 木 )

１日（金）
 12 日 ( 火 )

14 日 ( 木 )･15 日 ( 金 )
22 日 ( 金 )
27 日 ( 水 )

21 日 ( 木 ) ～ 23 日 ( 土 )
         21 日 ( 木 )

27 日 ( 水 )
29 日 ( 金 )

4/18 日 ( 土 )･4/19( 日 )
4/25 日 ( 土 )
4/26 日 ( 日 )
4/29 日 ( 水 )
2 日 ( 土 )
 3 日 ( 日 )

＊月曜日も開室します。

＊お知らせ：図書館が新しくなりました。
　　　　　　読み聞かせコーナーもあります。
　　　　　　月曜日から金曜日まで開館しています。
　　　　　　ぜひお立ち寄りください。

　
　
　
　
　

鎌　

田　

中
村　

導
子

首
に
ま
く
絹
の
う
す
紅
春
浅
し

万
蕾
の
は
じ
け
る
を
待
つ
梅
日
和

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
明

鴲
啼
け
ば
木
魚
応
ふ
彼
岸
寺

至
仏
岳
遠
ち
に
春
め
く
今
朝
の
窓

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

取
り
寄
せ
る
グ
ル
メ
鳴
門
の
初
若
布

う
ら
う
ら
と
春
の
瀬
浴
び
る
川
鴉

　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

二
月
梅
一
筆
啓
上
花
開

滝
溢
る
修
羅
の
ち
ま
た
や
吹
割
れ
る

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

湖
に
群
る
鴨
の
羽
音
の
春
め
き
ぬ

電
線
に
す
ず
め
の
音
譜
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

期
待
負
い
侍
ジ
ャ
パ
ン
春
の
陣

給
付
金
案
内
開
く
春
炬
燵

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野
ト
ミ
エ

老
い
て
こ
そ
た
だ
懐
か
し
き
雛
ま
つ
り

叱
ら
れ
て
目
を
つ
ぶ
る
猫
春
隣

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

夫
残
す
巣
箱
に
鳥
や
春
ぬ
く
し

大
試
験
孫
発
つ
朝
や
雪
舞
へ
り

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

日
脚
伸
ぶ
何
時
も
の
爺
の
杖
の
音

小
枝
か
ら
小
枝
へ
群
れ
る
小
雀
か
な

　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

高
砂
雛
夫
唱
婦
隋
の
和
み
か
な

手
に
の
せ
る
風
花
春
の
匂
ひ
か
な

　
　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

庭
先
に
キ
ツ
ネ
表
れ
ニ
ラ
メ
ッ
コ

姉
逝
き
て
悲
し
み
の
朝
雪
積
も
り

　
　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

奉
額
の
父
の
名
薄
れ
梅
三
分

寒
肥
を
ま
き
て
始
む
る
農
日
記

　
　
　
　
　
　

築　

地　

千
明　

治
光

着
ぶ
く
れ
て
割
り
込
む
席
の
せ
ま
き
こ
と

菩
提
寺
の
鐘
や
わ
ら
か
く
山
笑
う

　
　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

ど
か
雪
に
村
す
っ
ぽ
り
と
呑
込
ま
れ

雪
解
け
の
力
つ
け
た
る
水
車
か
な

　
　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

耳
あ
て
て
樹
液
の
流
れ
木
木
芽
吹
く

早
春
の
句
友
に
風
の
や
わ
ら
か
く

俳
句
募
集

今
の
季
節
の
俳
句
ハ
ガ
キ
に
五
句
ま
で

〆
切
り　

毎
月
十
五
日

宛
先　

摺
渕　

千
明
政
夫
ま
で

　

き
が
る
に
投
句
お
待
ち
し
て
い
ま
す

発表のようす

３／１１～全日本スキー技術選手権大会
（八方尾根）

３／１１～全日本Ｊｒスキー選手権大会
（ＡＬ：蔵王　ＣＣ：妙高池の平）
男子１０Ｋフリー　
男子１５Ｋフリー
（男子大回転）　
（女子大回転）
（男子回転）　　
（女子回転）　　
３／２３～全日本スキー選手権大会

（北海道チセネシリＣＣコース）
女子１０Ｋフリー
男子１５Ｋフリー
女子１５Ｋリレー
男子４０Ｋリレー
３／２６～関東スキー選手権大会

（ＷＷ尾瀬岩鞍　）
（女子大回転）
（男子大回転）
（Ｊｒ女子大回転）
（女子回転）

（男子回転）
３／２８　群馬県Ｊｒスキー大会第３戦

（大回転　ＷＷ尾瀬岩鞍）
（小学生低学年男子）
（中学生男子）
（中学生女子）

準決勝進出　　萩原一平
１７０位　　吉野良孝

６位　　飯塚　剛
２８位　　飯塚　剛
６９位　　金子友也
１００位　　横坂直美
９３位　　金子友也
９２位　　横坂直美

３８位　　笠原千裕
３０位　　飯塚　剛
準優勝　　笠原千裕
７位　　飯塚　剛

６位　　植田美菜
３位　　大竹　凛
５位　　横坂直美
３位　桑原由布子
４位　　植田美菜

準優勝　　萩原一平

６位　　星野累飛
５位　　大竹素直

準優勝　　横坂直美

第
38
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会

　

3
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）
の

2
日
間
第
38
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会
が
み
な

か
み
町
の
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
と
水

上
高
原
ス
キ
ー
場
の
２
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
か
ら
は
36
名
の
選
手
が

参
加
し
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し

た
。

入
賞
者（
10
位
ま
で
）

大
回
転
女
子

　

第
8
位　

星
野　

七
海（
南
小
）

　

第
10
位　

星
野　

莉
良（
片
小
）

距
離
女
子

　

第
４
位　

梅
澤　

鈴
香（
北
小
）

　

第
５
位　

千
明　

礼
乃（
武
小
）

　

第
６
位　

萩
原
明
日
香（
北
小
）

　

第
７
位　

星
野
詩
央
里（
北
小
）

距
離
男
子

　

優　

勝　

横
坂　

直
樹（
片
小
）

　

第
３
位　

阿
部　

和
麿（
片
小
）

　

第
６
位　

萩
原　

涼
太（
北
小
）

　

第
７
位　

梅
澤　

瑞
季（
北
小
）

　

第
10
位　

吉
野　

祥
太（
北
小
）

距
離
リ
レ
ー
女
子

　

第
２
位　

萩
原
明
日
香

　
　
　
　
　

梅
澤　

鈴
香

　
　
　
　
　

千
明　

礼
乃

距
離
リ
レ
ー
男
子

　

第
３
位　

片
品
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

阿
部　

和
麿

　
　
　
　
　

萩
原　

涼
太

　
　
　
　
　

小
笠
原　

大

　
　
　
　
　

横
坂　

直
樹

　

選
手
、
監
督
、
コ
ー
チ
の
皆
様
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

 

校
長
自
ら
語
る
自
校
の
特
色

　
「
か
た
し
な
の
『
特
色
あ
る
教
育
活

動
』
発
表
会
」
を
３
月
３
日(

火)

に

開
催
し
、
お
よ
そ
70
名
の
参
加
者
を

前
に
、
校
長
先
生
自
ら
が
学
校
の
特

色
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
お
も
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

片
小
・
福
祉
活
動
の
実
践
や
、
か
が

　
　
　

や
き
学
習
発
表
会
の
成
果

北
小
・
お
弁
当
の
日
を
生
か
し
た
食

　
　
　

育
や
、
尾
瀬
学
習
の
取
組

南
小
・
あ
い
さ
つ
と
歌
声
の
響
く
学

　
　
　

校
づ
く
り
や
少
人
数
指
導
の

　
　
　

成
果

武
小
・
自
信
と
力
を
持
た
せ
る
き
め

　
　
　

細
か
な
指
導
や
、
地
域
と
の

　
　
　

協
力

片
中
・
雪
国
な
ら
で
は
の
全
校
ス
キ
ー

　
　
　

大
会
や
尾
瀬
高
校
と
の
連
携

　

発
表
の
あ
と
、
助
言
者
（
群
馬
大

学
教
育
学
部　

清
水
和
夫
先
生
）
を

ま
じ
え
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
よ
う
な
発
表

を
聴
く
機
会
を
得
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。」

「
今
後
も
、
各
校
の
特
徴
を
生
か
し
た

教
育
を
し
て
ほ
し
い
。」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
、「
こ
れ
か
ら
の

か
た
し
な
の
教
育
で
大
切
に
し
た
い

キ
ー
ワ
ー
ド
は
？
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多

か
っ
た
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

す
。

○
あ
い
さ
つ
・
礼
儀

○
思
い
や
り
・
い
た
わ
り

○
心
と
体
の
た
く
ま
し
さ

○
郷
土
の
自
然
や
文
化
を
大
切
に
す
る

○
基
礎
学
力
の
向
上

○
少
人
数
な
ら
で
は
の
学
校
づ
く
り

○
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
協
力

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
か
ら
教
育

振
興
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
は
そ
の
計
画
づ
く
り

に
役
立
て
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
、「
か
た
し
な
教
育
」
に
つ

い
て
、
多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴

き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
片
品
村
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
〔
片
品
村
教
育
委
員
会
〕

公式スキー大会記録
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梅
澤　

利
一
さ
ん
（
土
出
）

保　

健　

だ　

よ　

り

　

４
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
の
は
、

新
井
に
お
住
ま
い
の
梅
澤
利
一
さ
ん

で
す
。

　

利
一
さ
ん
は
中
学
校
卒
業
の
昭
和

15
年
、
ダ
ム
計
画
の
あ
っ
た
尾
瀬
ヶ

原
に
調
査
作
業
員
と
し
て
入
山
し
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
地
学
・
植
物
学
の

専
門
家
な
ど
が
尾
瀬
ヶ
原
の
泥
炭
や

歴
史
を
調
べ
る
の
を
見
な
が
ら
、
し

だ
い
に
植
物
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。

　

尾
瀬
で
働
い
た
な
か
の
35
歳
か
ら

50
歳
ま
で
は
、
厳
寒
の
尾
瀬
を
調
査

や
管
理
す
る
越
冬
隊
員
と
し
て
山
ご

も
り
の
傍
ら
、
天
気
が
良
い
と
燧
が

岳
を
ス
キ
ー
で
滑
っ
た
り
も
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

カ
メ
ラ
を
手
に
入
れ
る
と
、
尾
瀬

の
美
し
い
時
や
厳
し
い
時
な
ど
を
一

眼
レ
フ
で
捉
え
続
け
、
観
光
関
係
や

尾
瀬
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
た
い
事

日
時
・
場
所

４
月
15
日（
水
）越
本
ト
レ
セ
ン

　
　

16
日（
木
）　　
　

〃

　
　

17
日（
金
）花
咲
ト
レ
セ
ン

　
　

21
日（
火
）東
小
川
体
育
館

　
　

22
日（
水
）　　
　

〃

午
前
・
・
７
時
〜
11
時

午
後
・
・
１
時
〜
２
時

健
診
が
な
ぜ
必
要
か

・
健
康
の
維
持
増
進

・
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

・
早
期
治
療
に
よ
り
、
病
気
に
な
っ

て
も
、早
く
元
の
状
態
に
戻
れ
る

注
意

・
７
月
６
日
の
残
健
診
は
、
特
定
健

診
の
み
実
施
し
ま
す
の
で
、
結
核
健

診（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）及
び
が
ん
検
診
に

つ
い
て
は
、
必
ず
今
回
の
健
診
で
受

業
所
な
ど
に
２
万
枚
以
上
か
ら
数
多

く
の
ネ
ガ
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
、
植
物
画
（
ボ
タ
ニ
カ

ル
ア
ー
ト
）
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た

故
佐
藤
広
喜
氏
主
宰
の
玉
原
デ
ッ
サ

ン
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

尾
瀬
に
い
た
頃
は
障
子
紙
に
水
墨

画
や
歌
を
書
き
、
植
物
を
観
察
す
る

際
は
ノ
ー
ト
な
ど
に
ス
ケ
ッ
チ
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
聞
の
角
に
あ
っ
た

植
物
画
を
描
く
募
集
広
告
に
興
味
を

持
ち
申
し
込
ん
だ
そ
う
で
す
。
植
物

画
は
「
植
物
と
会
話
出
来
る
よ
う
に

な
ら
な
い
と
い
い
絵
が
描
け
な
い
」

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
正
確
さ
が
求
め

ら
れ
ま
す
。　
　

　

最
初
は
絵
を
描
き
始
め
な
い
参
加

診
し
て
下
さ
い
。

・
65
歳
以
上
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
員
の
方
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

と
生
活
機
能
評
価
を
受
け
て
も
ら
い

ま
す
の
で
、必
ず
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

・
白
い
特
定
健
診
予
診
票
が
届
い
た

方
は
、
村
で
行
う
特
定
健
診
の
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受
診
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。添
付
の
赤
い

紙
を
よ
く
お
読
み
下
さ
い
。

・
保
健
推
進
員
さ
ん
に
配
布
し
て
も

ら
い
ま
し
た
、予
診
票
と「
総
合
健
診

の
ご
案
内
」
を
必
ず
よ
く
読
ん
で
受

診
し
て
下
さ
い
。

・
健
診
を
受
け
な
い
方
は
未
受
診
状

況
調
査
票（
灰
色
の
受
診
票
）に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
健
診
会
場
の
総

合
受
付
か
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

平
成
21
年
度

総
合
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
　者

達
と
尾
瀬
や
植
物
の
話
を
し
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
植
物
や
地
層
・
歴

史
な
ど
知
識
が
人
一
倍
あ
る
利
一
さ

ん
は
、
次
回
か
ら
佐
藤
氏
に
誘
わ
れ
、

後
年
片
品
村
で
デ
ッ
サ
ン
会
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
上
げ
ま
で
５
日
以
上
は
か
か
る

と
い
う
植
物
画
を
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

で
10
冊
以
上
、
農
作
業
の
傍
ら
野
の

花
を
書
い
た
小
さ
な
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
、
旅
先
で
描
い
た
水
墨
画
や
水
彩

画
な
ど
全
て
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
は
不
可
能
で
し
た
が
、
有
意
義
な

相　
　
　

談

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

方
は
沼
田
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

へ
　

解
雇
、
労
働
条
件
、
勧
奨
退
職
、

い
じ
め
な
ど
労
働
に
係
る
紛
争
問
題

で
お
困
り
の
労
働
者
、
事
業
主
の
み

な
さ
ん
、
今
年
４
月
よ
り
沼
田
労
働

基
準
監
督
署
内
に
「
沼
田
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
が
」
が
新
設
さ
れ
ま

す
。
国
（
厚
生
労
働
省
）
の
専
門
機

関
と
し
て
労
働
分
野
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
紛
争
の
未
然

防
止
及
び
解
決
に
お
役
立
て
下
さ

い
。
ま
た
、
簡
易
・
迅
速
な
紛
争
解

決
制
度
と
し
て
「
労
働
局
長
に
よ
る

助
言
・
指
導
制
度
」、「
紛
争
調
整
委

員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

沼
田
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
沼
田
労
働
基
準
監
督
署
内
）

　

☎
０
２
７
８
（
２
３
）
０
３
２
３

群
馬
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
群
馬
労
働
局
企
画
室
内
）

　

☎
０
２
７
（
２
１
０
）
５
０
０
２

沼
田
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
が

新
設
さ
れ
ま
す

　

地
域
の
課
題
を
住
民
自
ら
の
手
で

解
決
す
る
た
め
取
り
組
む
先
駆
的
な

地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し
助
成
す

る
、
地
域
の
芽
支
援
事
業
を
募
集
致

し
ま
す
。
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
、
活
用
下
さ
い
。

●
補
助
対
象
事
業
者

　

区
及
び
区
内
の
団
体
。

●
補
助
対
象
経
費

　

事
業
に
必
要
な
原
材
料
・
経
費
。

●
補
助
金
額
及
び
補
助
率

　

一
つ
の
区
に
10
万
円
以
内
。

　
（
予
算
の
範
囲
）

●
締
め
切
り　

５
月
22
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課
企
画
係

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
２

募　
　
　

集

地
域
の
芽
支
援
事
業
補
助
金
制
度枝打ちを行う鍛治屋地区の皆さん

◎
二
等
陸
・
海
・
空
士　
﹇
男
子
﹈

▼
受
験
資
格
・
18
歳
以
上
27
歳
未
満

▼
受
付
期
間
・
通
年

▼
一
次
試
験
日
・
受
付
時
に
通
知

▼
場
所
・
受
付
時
に
通
知

◎
幹
部
候
補
生　
﹇
男
女
﹈

▼
受
験
資
格
・
22
歳
以
上
26
歳
未
満

▼
受
付
期
間
・

　

４
月
１
日
〜
５
月
12
日

▼
一
次
試
験
日
・
５
月
16
日
（
土
）

▼
場
所
・
新
町
駐
屯
地

◎
一
般
曹
候
補
学
生
﹇
男
女
﹈

▼
受
験
資
格
・
18
歳
以
上
27
歳
未
満

▼
受
付
期
間
・

　

４
月
１
日
〜
５
月
12
日

▼
一
次
試
験
日
・
５
月
23
日
（
土
）

▼
場
所
・
新
町
駐
屯
地

◎
予
備
自
衛
官
補　
﹇
男
女
﹈

▼
受
験
資
格
・
18
歳
以
上
34
歳
未
満

▼
受
付
期
間
・

　

１
月
５
日
〜
４
月
13
日

▼
一
次
試
験
日
・
４
月
18
日
（
土
）

▼
場
所
・
新
町
駐
屯
地

＊
詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所　

☎（
２
３
）
４
１
１
１

＊
群
馬
地
方
協
力
本
部
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gunm

a

試　
　
　

験

平
成
21
年
度
自
衛
官
等
採
用
試
験尾瀬で描いた水墨画

畑
仕
事
の
合
間
の

ス
ケ
ッ
チ

植
物
画「
す
も
も
」

植物画「かぶ」

提供した写真が切手シートに

人
生
を
送
っ
て
来
た
の
が
わ
か
り
ま

し
た
。

＊
花
を
描
き
始
め
た
き
っ
か
け
を

「
片
品
の
花
を
全
部
描
き
た
か
っ
た

か
ら
」
と
利
一
さ
ん
。
今
後
も
健
康

に
留
意
さ
れ
充
実
し
た
毎
日
が
送
れ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

旅先のスケッチ

平成 20年度　国保税第 11期　納税率調（税額）

須
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白
根
・
丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%




